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郷土博物館

博物館と「郷愛」の像

博物館と「郷愛」の像…　　　続　雪山久松こと久松八三郎…　
北斎館が秀逸企画賞を受賞…　　　文化財防火デー　郷土博物館で消防演習…　

　

　　

足
立
区
立
郷
土
博
物
館
は
、
昭
和
六
十

一
年
（
一
九
八
六
）
十
一
月
三
日
（
文
化

の
日
）
に
開
館
し
ま
し
た
。
今
年
は
、
博

物
館
開
館
四
〇
周
年
に
な
り
ま
す
。
令
和

八
年
度
事
業
で
は
、
四
〇
周
年
を
記
念
し

て
さ
ま
ざ
ま
な
展
示
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　　

さ
て
、
郷
土
博
物
館
の
建
物

と
と
も
に
、
四
〇
年
を
迎
え
た

も
の
に
、
正
面
駐
車
場
脇
に
建

て
ら
れ
た
「
郷
愛
」
の
像
が
あ

る
の
を
ご
存
知
で
す
か
。
農
家

の
家
族
の
ブ
ロ
ン
ズ
像
で
す
。

　

郷
土
博
物
館
が
建
設
さ
れ
た

博
物
館
敷
地
と
隣
接
す
る
東
渕

江
庭
園
敷
地
は
、
大
谷
田
上

（
お
お
や
た
か
み
）
と
い
わ
れ

た
地
域
の
区
画
整
理
の
施
行
に

よ
り
、
公
共
用
地
と
し
て
提
供

さ
れ
た
土
地
で
す
。

　

つ
ま
り
郷
土
博
物
館
の
建
設

は
、
地
域
の
区
画
整
理
事
業
と

深
く
関
連
し
た
も
の
な
の
で
す
。

奇
し
く
も
こ
の
た
び
、「
郷
愛
」

の
像
に
関
わ
る
資
料
を
ご
寄
贈

い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
像
は
、

区
画
整
理
事
業
と
、
郷
土
博
物

館
を
結
ぶ
象
徴
な
の
で
す
。
今

回
は
、
郷
土
博
物
館
を
見
守
り

続
け
て
き
た
「
郷
愛
」
の
像
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

「
郷
愛
」
の
像
の
由
来

　

「
郷
愛
」
の
像
は
、
大
谷
田
上
区
画
整

理
組
合
か
ら
郷
土
博
物
館
（
足
立
区
）
に

寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
、
事
業
の
竣
工
記
念

で
も
あ
り
ま
す
。

　

像
の
制
作
者
は
、
高
橋
剛
（
た
か
は
し

ご
う
・
本
名　

た
け
し
）
で
、
大
正
一
〇

年
（
一
九
二
一
）
、
山
形
県
生
ま
れ
、
東

京
美
術
学
校
（
現
、
東
京
藝
術
大
学
）
を

卒
業
。
東
京
家
政
大
学
の
教
授
、
金
沢
美

術
工
芸
大
学
の
非
常
勤
講
師
を
務
め
ま
し

た
。
日
展
等
に
作
品
を
出
展
し
、
た
び
た

び
賞
を
受
け
ま
し
た
。

　

高
橋
氏
の
作
品
は
山
形
県
の
酒
田
市
美

術
館
に
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
さ
れ
て
い
ま
す
。

美
術
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
と
、
現

在
の
酒
田
市
千
代
田
に
生
ま
れ
、
生
家
は

代
々
神
社
仏
閣
の
木
彫
を
仕
事
と
す
る

家
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
平
成
三
年

（
一
九
九
一
）
六
月
、
逝
去
の
三
カ
月
前

に
故
郷
の
芸
術
文
化
の
振
興
の
た
め
に
彫

刻
作
品
の
石
膏
原
型
一
七
八
点
が
酒
田
市

に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

「
郷
愛
」
の
像
の
制
作
が
高
橋
氏
に
依

頼
さ
れ
た
経
緯
は
不
明
で
す
が
、
高
橋
氏

の
晩
年
の
優
作
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

挨
拶
文
と
像
に
込
め
た
思
い

　

開
館
に
先
立
ち
一
〇
月
二
十
七
日
、
竣

工
記
念
碑
除
幕
式
並
び
に
祝
賀
会
が
開
か

れ
ま
し
た
。
「
郷
愛
」
の
像
の
お
披
露
目

に
つ
い
て
、
大
谷
田
上
土
地
区
画
整
理
組

合
に
よ
る
挨
拶
文
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
地
域
一
帯
は
、
か
つ
て
東
京
府
南

【写真１】『祝　竣工記念　昭和61年10月27日　大谷田上区画整理組合』
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迎
え
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足
立
郡
渕
江
村
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

東
は
中
川
、
西
は
綾
瀬
川
の
清
流
に
恵
ま

れ
、
静
か
な
田
園
風
景
が
緑
ゆ
た
か
に
ひ

ら
け
て
い
ま
し
た
。
の
ど
か
な
春
に
は
中

川
堤
の
桜
並
木
が
光
ま
ぶ
し
く
咲
き
ほ
こ

り
、
み
の
り
の
秋
に
は
、
黄
金
の
稲
穂
が

風
に
な
び
い
て
、
人
々
の
心
な
ご
ま
す
美

し
い
農
村
地
帯
で
し
た
。

　
や
が
て
時
移
り
、
都
市
化
の
波
が
押
し

寄
せ
て
き
て
、
こ
の
あ
た
り
も
昭
和
四
〇

年
ご
ろ
に
は
農
業
が
む
ず
か
し
く
な
り
、

近
代
的
な
街
づ
く
り
が
必
要
と
な
り
ま
し

た
。
か
く
し
て
昭
和
四
十
三
年
に
土
地
区

画
整
理
組
合
が
設
立
さ
れ
、
都
市
計
画
の

基
に
整
然
と
し
た
街
が
こ
こ
に
完
成
し
ま

し
た
。

　
い
ま
、
こ
の
街
に
昔
の
面
影
は
全
く
見

ら
れ
ま
せ
ん
が
、
培
わ
れ
た
心
や
古
里
の

歴
史
を
偲
び
、
現
在
、
そ
し
て
未
来
を
美

し
く
生
き
て
い
く
た
め
に
、
恩
賜
賞
・
日

本
芸
術
院
賞
に
輝
や
く
高
橋
剛
先
生
に
お

願
い
し
て
こ
の
「
郷
愛
」
像
を
建
て
、
足

立
区
に
寄
贈
し
ま
し
た
。

　
　
昭
和
六
十
一
年
一
〇
吉
日

　

像
は
、
農
家
の
家
族
が
小
さ
な
子
ど
も

の
指
さ
す
方
向
を
見
つ
め
る
様
子
を
表
現

し
て
い
ま
す
。

　

代
々
こ
の
土
地
を
受
け
継
ぎ
耕
し
て
き

た
農
家
の
人
々
が
未
来
を
見
つ
め
て
い
る

よ
う
な
、
挨
拶
文
の
内
容
と
趣
旨
に
添
う

デ
ザ
イ
ン
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。
野
良
着
や

手
に
持
つ
鍬
や
鍬
も
こ
の
地
域
で
起
耕
に

使
わ
れ
て
い
た
も
の
で
、
具
体
的
で
細
か

い
像
容
に
な
っ
て
お
り
、
農
業
の
く
ら
し

と
祖
先
を
大
切
に
思
う
地
元
の
人
た
ち
の

気
持
ち
が
う
か
が
え
ま
す
。
そ
し
て
、
歴

史
と
文
化
を
後
世
に
伝
え
る
郷
土
博
物
館

に
建
つ
像
と
し
て
も
ふ
さ
わ
し
い
デ
ザ
イ

ン
で
す
。

ミ
ニ
ュ
チ
ュ
ア
ブ
ロ
ン
ズ
像
と
像
容

　

さ
て
こ
ち
ら
の
像
は
、
ミ
ニ
チ
ュ
ア
ブ

ロ
ン
ズ
像
と
し
て
も
制
作
さ
れ
、
関
係
者

に
配
ら
れ
た
よ
う
で
す
。
博
物
館
に
も
一

点
あ
り
、
図
書
室
に
飾
っ
て
あ
り
ま
す
が
、

こ
の
た
び
ご
寄
贈
の
資
料
の
な
か
に
大
谷

田
上
土
地
区
画
整
理
組
合
理
事
長
河
合
平

内
氏
に
よ
る
手
紙
の
形
の
「
挨
拶
文
」
が

あ
り
ま
し
た
。

　

挨
拶
文
に
は
、
昨
年
の
「
郷
愛
」
除
幕

式
へ
の
出
席
を
深
く
感
謝
し
、
高
橋
剛
先

生
の
ご
好
意
に
よ
り
記
念
に
こ
の
像
を
制

作
し
て
送
る
こ
と
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

興
味
深
い
の
は
、
子
ど
も
の
手
の
形
が

本
像
と
は
異
な
る
事
で
す
。
ミ
ニ
ュ
チ
ュ

ア
で
は
手
を
広
げ
た
形
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ミ
ニ
チ
ュ
ア
像
の
原
型
が
、

本
像
を
制
作
す
る
際
の
試
作

で
造
ら
れ
た
も
の
を
も
と
に

し
た
た
め
に
違
う
の
か
、
あ

る
い
は
こ
の
形
で
新
た
に
原

型
を
起
こ
し
た
も
の
か
は
不

明
で
す
が
、
像
を
建
立
し
た

後
に
協
力
者
に
配
ら
れ
る
も

の
と
し
て
、
手
を
広
げ
た
形

が
意
外
と
親
し
み
あ
る
も
の

に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
博
物

館
の
建
設
の
前
に
、
多
く
の

方
々
の
協
力
と
郷
土
に
対
し

て
の
深
い
思
い
が
あ
っ
た
こ

と
が
う
か
が
え
ま
す
。

【写真２】式典での挨拶文を台紙に印刷した記念品のテレフォンカード

【写真３】ミニュチュアブロンズ像の「郷愛」
　　　　　高さ36㎝・横幅37㎝・奥行15.5㎝
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「
足
立
史
談
」
六
九
二
号
（
令
和
七
年

十
一
月
）
で
、
紹
介
し
た
雪
山
久
松
は
慈

眼
寺
（
千
住
一―
二―

九
）
の
「
南
北
消

防
記
念
碑
」
を
揮
毫
し
て
い
ま
す
。
こ
の

記
念
碑
の
脇
に
あ
る
「
木
遣
」
の
碑
に
つ

い
て
当
号
で
は
雪
山
の
筆
と
し
、
石
碑
に

刻
ま
れ
た
年
齢
か
ら
久
松
八
三
郎
を
、
安

政
元
年
（
一
八
五
四
）
く
ら
い
の
生
ま
れ

と
紹
介
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
木

遣
り
を
創
っ
た
石
山
金
五
郎
の
年
齢
で
あ

り
、
誤
り
で
し
た
の
で
訂
正
い
た
し
ま
す
。

そ
の
た
め
、
久
松
氏
の
薬
局
が
建
物
疎
開

に
あ
た
っ
た
と
き
は
、
九
十
歳
に
及
ぶ
よ

う
な
年
齢
で
は
な
く
、
壮
年
で

あ
っ
た
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

　

　

昨
年
、
当
館
所
蔵
の
浮
世
絵
を
紹
介
す

る
長
野
県
小
布
施
町
・
北
斎
館
で
開
催
さ

れ
た
「
知
ら
れ
ざ
る
秀
逸
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

　

東
京
・
足
立
区
立
郷
土
博
物
館
所
蔵
浮

世
絵
名
品
展
」
が
、
（
一
社
）
日
本
ア
ー

ト
評
価
保
存
協
会
に
よ
る
秀
逸
企
画
を
受

賞
さ
れ
、
二
月
十
七
日
、
そ
の
授
賞
式
に

当
館
職
員
も
、
出
席
し
ま
し
た
。

　

こ
の
賞
は
、
入
館
者
数
の
ラ
ン
キ
ン
グ

で
評
価
さ
れ
が
ち
な
展
覧
会
を
、
観
覧
人

数
で
は
な
く
、
質
が
高
く
開
催
趣
旨
が
タ

イ
ム
リ
ー
で
有
意
義
な
展
覧
会
と
い
う
視

点
で
評
価
し
、
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

　

授
賞
理
由
は
、
「
１
２
０
０
点
に
及
ぶ

浮
世
絵
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
初
期
か
ら
昭
和

ま
で
四
期
に
分
け
て
そ
の
全
貌
の
一
端
を

示
し
た
展
示
で
あ
る
。
浮
世
絵
業
界
に
あ

ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を

広
く
公
開
し
た
こ
と
に
よ
り
今
後
の
注
目

が
期
待
さ
れ
る
」
と
の
こ
と
で
す
。
（
日

本
ア
ー
ト
評
価
保
存
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

二
月
二
〇
日

　

小
布
施
町
は
、
「
栗
と
北
斎
と
花
の
ま

ち
」
と
し
て
知
ら
れ
、
人
口
一
万
人
ほ
ど

の
町
で
す
が
、
年
間
百
万
人
の
観
光
客
が

訪
れ
ま
す
。
江
戸
の
浮
世
絵
師
・
葛
飾
北

斎
が
八
十
三
歳
と
い
う
高
齢
で
初
め
て
訪

れ
、
た
び
た
び
滞
在
し
て
祭
り
屋
台
の
天

井
絵
な
ど
の
作
品
を
遺
し
て
い
ま
す
。

　

来
館
者
の
浮
世
絵
に
対
し
て
の
興
味
も

深
く
、
五
月
二
十
四
日
か
ら
十
月
五
日
と

い
う
長
き
に
わ
た
っ
て
、
多
く
の
来
館
者

に
当
館
と
浮
世
絵
を
知
っ
て
い
た
だ
く
機

会
と
な
り
ま
し
た
。
実
際
に
、
北
斎
館
で

ご
覧
に
な
っ
て
、
足
立
区
の
博
物
館
は
ど

ん
な
と
こ
ろ
？
と
ご
来
館
に
な
っ
た
方
も

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　

「
南
北
消
防
記
念
碑
」
の
建
立
は
大
正

十
二
年
（
一
九
二
三
）
四
月
で
、
こ
の
木

遣
り
の
石
碑
も
、
共
に
建
立
さ
れ
た
も
の

の
よ
う
で
す
。
石
山
金
五
郎
は
、
木
遣
り

の
名
人
と
言
わ
れ
た
人
物
で
す
。
石
山
金

金
五
郎
に
つ
い
て
は
、
「
南
北
消
防
記
念

碑
」
と
併
せ
て
改
め
て
紹
介
の
機
会
を
持

ち
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
郷
土
博
物
館
学
芸
員　

荻
原
ち
と
せ
）

賞を受ける北斎館の理事長と副館長

「木遣り歌碑」の碑　銘はないが、書は雪山久松と思わ
　　　　　　　　　　れる。

雪
山
久
松
こ
と
久
松
八
三
郎

地
元
の
書
家

続

六
十
九
翁

　
　

石
山
金
五
郎

　

大
正
十
二
癸
亥
年

木
遣

そ
も
安
政
の
元
年
に

南
北
消
防
組
を

四
代
五
代
睦
ま
じ
く

　

つ
と
い
あ
げ
た
目
出

　
　
　
　
　
　
　
　

た
さ
に

千
龍
山
へ

そ
も
記
念
の
碑
を
造
る

　
　
　
　
　

と
き
の
御
う
た

千
代
に
て
も

契
り
し

今
の
代
ま
で
も

残
り
し
と
ぞ
に

古
新
俗
名

　
　
　
　
　

（ttp/w
w
w
.ja2pa.or.jp/

syuitsu-ikaku

）

北
斎
館
が

第
13
回
秀
逸
企
画
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
！

当
館
浮
世
絵
を
展
示

(
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一
月
二
十
八
日
、
足
立
消
防
署
の
ご
指

導
、
ご
協
力
に
よ
り
、
「
文
化
財
防
火
デ

ー
」
の
防
火
運
動
の
一
環
と
し
て
消
防
演

習
を
行
い
ま
し
た
。

　

郷
土
博
物
館
は
、
集
客
施
設
で
あ
る
と

と
も
に
貴
重
な
文
化
財
を
後
世
に
伝
え
る

保
存
の
た
め
の
施
設
で
も
あ
り
ま
す
。
火

災
が
発
生
し
た
場
合
の
動
き
を
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
し
、
確
認
し
て
お
く
こ
と
が
大

切
で
す
。

　

今
回
の
消
防
演
習
は
、
自
衛
消
防
隊（
博

物
館
職
員
）
、
足
立
消
防
団
第
一
分
団

（
地
域
の
防
災
組
織
）
、
消
防
隊
（
ポ
ン

プ
隊
・
は
し
ご
隊
）
が
連
携
し
て
行
う
大

規
模
な
も
の
に
な
り
ま
し
た
。

火
災
の
想
定
と
演
習
手
順

　

郷
土
博
物
館
二
階
給
湯
室
か
ら
火
災
が

発
生
し
、
初
期
消
火
と
消
防
署
へ
の
通
報
、

来
館
者
の
避
難
誘
導
、
そ
し
て
文
化
財
資

料
の
運
び
出
し
、
職
員
の
避
難
と
い
っ
た

流
れ
に
な
り
ま
し
た
。
逃
げ
遅
れ
た
人
を

は
し
ご
車
で
救
出
し
、
最
後
に
駐
車
場
か

ら
中
庭
方
向
に
一
斉
放
水
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

自
衛
消
防
隊

　

自
衛
消
防
隊
に
は
、
消
火
班
、
通
報
班
、

避
難
誘
導
班
な
ど
の
役
割
に
分
か
れ
、
火

災
報
知
機
の
作
動
と
と
も
に
現
場
の
確
認
、

通
報
、
初
期
消
火
を
行
い
ま
す
。
同
時
に

来
館
者
の
避
難
誘
導
、
文
化
財
資
料
の
搬

出
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

到
着
し
た
消
防
隊
に
、
そ
れ
ま
で
の
火

災
の
現
場
状
況
や
避
難
状
況
な
ど
を
ま
と

め
て
報
告
し
、
効
果
的
な
消
火
や
救
助
が

で
き
る
よ
う
に
し
て
お
く
こ
と
が
肝
心
で

す
。

は
し
ご
車
の
活
躍

　

は
し
ご
車
は
、
高
所
活
動
の
専
門
部
隊

が
担
当
し
ま
す
。
先
端
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
に

乗
っ
た
隊
員
と
操
縦
席
で
操
作
を
す
る
機

関
員
は
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
で
会
話
が
で
き
、

細
か
な
調
整
を
行
っ
て
い
ま
す
。
博
物
館

職
員
が
「
逃
げ
遅
れ
た
人
」
役
に
な
り
、

無
事
に
救
助
さ
れ
ま
し
た
。

現
場
指
揮
本
部

　

す
べ
て
の
情
報
が
集
め
ら
れ
、
各
現
場

活
動
隊
に
命
令
を
発
信
す
る
の
は
現
場
指

揮
本
部
で
す
。
変
化
す
る
火
災
現
場
の
状

況
を
総
合
的
に
判
断
し
、
最
も
効
果
的
に

組
織
を
動
か
す
消
防
活
動
の
要
で
す
。

ポ
ン
プ
隊
と
消
防
団

　

消
火
活
動
の
最
前
線
と
な
る

の
が
放
水
を
行
う
ポ
ン
プ
隊
で

す
。
ポ
ン
プ
車
は
、
道
路
に
設

け
ら
れ
た
消
火
栓
か
ら
水
を
汲

み
上
げ
る
吸
水
と
、
吐
水
口
に

接
続
し
た
ホ
ー
ス
か
ら
放
水
す

る
吐
水
の
役
割
を
行
い
ま
す
。

　

今
回
は
消
火
栓
か
ら
汲
み
上

げ
た
水
を
い
っ
た
ん
簡
易
水
槽

に
移
し
、
そ
の
水
を
放
水
に
使

用
し
ま
し
た
。
消
防
隊
は
、
二

本
の
ホ
ー
ス
を
分
岐
さ
せ
、
消
防
団
は
、

ポ
ン
プ
車
か
ら
の
び
る
ホ
ー
ス
を
使
い
三

つ
の
筒
先
で
放
水
し
ま
し
た
。

足
立
消
防
団
第
一
分
団

　

消
防
団
は
一
般
区
民
で
組
織
さ
れ
て
い

ま
す
。
第
一
分
団
は
、
佐
野
・
大
谷
田
・

中
川
五
丁
目
に
あ
た
り
ま
す
。
当
日
は
、

大
谷
田
の
団
員
が
参
加
し
ま
し
た
。
消
防

隊
と
連
携
し
消
火
や
救
助
活
動
に
あ
た
り

ま
す
。

　

実
際
の
火
災
に
出
動
し
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
か
？
と
お
尋
ね
し
た
と
こ
ろ
「
あ
り

ま
す
。
」
と
の
こ
と
で
、
実
は
驚
い
て
し

ま
い
ま
し
た
。
注
水
姿
勢
の
取
り
方
な
ど

の
身
の
こ
な
し
か
ら
、
鍛
錬
を
重
ね
ら
れ

て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

＊
＊
＊
＊

　

火
災
は
予
防
が
一
番
で
す
が
、
万
一
起

き
て
し
ま
っ
た
場
合
、
あ
わ
て
ず
に
被
害

を
収
め
ら
れ
る
よ
う
に
、
今
後
も
訓
練
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

はしご車による救助と現場指揮本部（手前）
大隊長が全体の情報を集め指揮をとる

バスケット上の「一日署長」の指揮で一斉放水
左側は足立消防団第一分団

足立消防署林田署長と「一日消防署長」を
委嘱された江連地域文化課長

郷
土
博
物
館
で

消
防
演
習
を
行
い

ま
し
た
　
　
　

文
化
財
防
火
デ
ー

郷
土
博
物
館


